
　重点目標一覧表（中間報告調書）

【令和2年度重点目標】

重点目標
期限・数値目標等

①（1）4月～3月　プロジェクト会議 6回開催

　（2）4月～3月　事業に応じた国の財政支援の選定

　（3）4月～3月　運営委員会への参加と支援

②（1）4月～3月　課題解決のための実証実験に向けた研究

③（1）4月～3月　自治センターだよりに2回以上掲載

（2）4月～3月　3自治会等以上へ花木苗等の配布

（3）4月～3月　破砕機、草刈機の貸出自治会等へ

延べ 10回以上

（4）4月～3月　地域活動団体等との協働

重点目標
期限・数値目標等

①（1）4月～3月　竣工

  （2）4月～3月　建築現場見学会開催と進捗に併せた広報

  （3）4月～3月　利用団体等との調整

②（1）6月～3月　全18自治会対象80人以上参加

  （2）8月～3月　開催（参加者600人以上）

③（1）4月～3月　庁内検討会及びアンケート調査の実施

　（2）4月～3月　6回 自治センターだよりに掲載

  （3）4月～3月　2回 会議を開催

  （4）4月～3月　3回 休日等の医療サービスを提供

  （5）感染症対策に伴う診療継続計画の見直し及び依田窪

     病院との連携体制の構築

重点目標
期限・数値目標等

①（1）5月～3月　5回以上

②（1）4月～3月　地元農産物販売、観光ＰＲ

  （2）4月～3月　広域的な市民参加イベント、観光ＰＲ

     及び誘客　延べ140人

  （3）4月～3月　2回

③（1）4月～3月　2工区 3回以上

④（1）4月～3月　制度の周知と設立支援　5回以上

  （2）4月～3月　4組織を対象に随時

⑤（1）4月～3月　18自治会で開催

⑥（1）4月～3月　10回以上実施

  （2）～12月　竣工

  （3）4月～3月　測量設計

※ 評価基準［◎：目標を上回る進捗］［○：目標どおり進捗］［△：未進捗の部分あり］［×：全て目標未進捗］

⑥　東日本台風被災箇所の復旧事業の推進

　　 10月20日から10月30日まで全8回、各地域で地域懇談会を開催予定している。

 （1）復旧事業推進に向けた地元調整（自治会、地権者、受益者）

⑥ (1) 工事実施に伴う地元調整　21回実施（14件発注済）

 （2）活動組織への指導、助言

　　　七ヶ自治会は今年度設立に向け打合せ準備を実施してきたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止

⑤　人・農地プラン実質化への取組み

　　 のため、総会の開催ができず、次年度以降の設立を目指すこととなった。

 （1）実質化へ向けた地域懇談会の開催

⑤（1）地域懇談会の開催に向けての事前検討会を7/27に開催し、地域懇談会の内容について協議した。

　　　美ヶ原高原、番所ヶ原スキー場、巣栗渓谷整備計画について協議した。

② 友好提携都市との交流及び広域関係自治体との連携　 　　　ウ　雲渓荘にかかわるアンケートの実施と改善を図り、武石地域協議会へも情報提供を行った。

 （1）練馬区との交流（練馬まつりほか） ②（1）新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。

 （1）岳の湯温泉雲渓荘、武石番所ヶ原スキー場、武石温泉うつくしの湯、 　　　ア　庁内検討会：7月13日、7月20日開催　　イ　指定管理者と意見交換会：7月27日、8月6日開催

　　　ア　焼山沢登山道災害復旧測量設計業務委託を6月16日に請負契約を締結した。

３

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

① 観光施設等の管理、運営あり方の検討等 ①（1）施設の適正な管理、運営利用促進、誘客により地域の活性化を検討した。

 （2）武石番所ヶ原スキー場の円滑な災害復旧工事の推進

　（2）速やかな契約、着手、適正な監督管理により災害復旧を鋭意進めている。

 （3）焼山沢登山道の円滑な復旧工事の推進

　　　ア　第１リフト災害復旧工事:4月20日に請負契約を締結した。

 （1）実施個所である地元との調整及び協議、説明会

④ 多面的機能支払交付金事業の推進

④（1）七ヶ自治会設立支援打合せを5回実施した。

 （1）自治会等への説明と組織の設立支援

  （2）現時点では設立組織からの要請なし。

　  ディックウォーキング） 　　 　秋のササ刈り　武石地域自治センター職員のみで、実施を計画中

 （3）信州ビーナスラインの沿線広域連携による事業推進（企画運営部会）

　　　イ　第２リフト災害復旧工事：4月24日に請負契約を締結した。

  （3）信州ビーナスライン連携協議会総会　書面開催：6月23日   エコレンタカーでめぐろう！事業は実施。

③ 県営中山間総合整備事業（美の郷地区）の推進（Ｈ29から継続事業） ③（1）築地原工区調整会議を1回実施した。　 浦二本木工区役員説明会を1回実施した。

    巣栗渓谷緑の広場（庁内検討会・ あり方検討委員会の開催）

２

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

① 武石地域総合センター整備

 （1）本体建設工事及び武石財産区産材活用事業 ①（1）建設定例会議において連絡調整を行い、工事は工程表どおり順調に進められた。

 （1）診療所の課題整理 ③（1）内部検討会（月1回）、アンケート調査の実施（9月）

 （2）各情報発信ツールを活用した診療所事業の情報発信 　（2）自治センターだより「武石診療所通信」（5.7.9月）、HP更新・Twitter開設（8月）を実施した。

 （3）住民自治組織など地域内の団体代表者との情報・意見交換会実施 　（3）アンケート調査について意見交換をした。（地域協議会：8月、住みよい武石をつくる会：8月）

 （4）診療所事業の充実 　（4）10月～12月の間に3回の実施を予定している。

 （5）診療体制の充実 　（5）診療継続計画の見直し（6月）及び依田窪病院との意見交換（6月）を実施した。

 （2）防災訓練の実施

③ 武石診療所の維持・充実、運営あり方の検討等

 （2）進捗状況について住民への周知   （2）建設現場見学会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため延期とした。

 （3）施設供用開始に向けた利用促進への取組

  （3）10月に開催する利用者団体との調整会議に向けて、関係部局とともに準備を行った。

   (2) 新型コロナウイルス感染症の影響により開催を中止したが、メール配信訓練を実施した。

② (1) 新型コロナウイルス感染症の影響により開催を中止し、冊子等の配布を行い啓発に努めた。

 （1）庁内連携（政策研究センター他）による地域課題解決及び持続可能で 　　正副会長と意見交換を行った。

 （2）花木苗等支給事業 　　く、上半期の配布実績はなかった。

 （3）樹木破砕機、草刈機の貸出事業 　（3）自治会等へ次のとおり貸出しを実施した。　　ア 樹木破砕機貸出事業　5回

 （4）余里一里花桃の里運営支援事業 　　ア 樹木破砕機貸出事業　5回　　イ 乗用草刈機貸出事業　8回　　ウ 畦草刈機貸出事業　0回

　　特色ある武石ブラッシュアップの研究

③ 第二次武石地域全域公園化構想関連事業の推進 ③ (1)第二次武石地域全域公園化構想のリーフレットを作成し、全戸配布を行って周知を図った。

 （1）構想の周知と地域住民による協働事業の支援 　（2）新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う自治会事業の自粛等の影響などから希望する自治会等が無

 　 イ シャトルバス及びウォーキングの運営支援は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。

　　　 武石地域自治センターだよりでは、工事の進捗状況を毎号掲載して周知を図った。

② 自主防災組織の育成と防災訓練の実施

  参加と協働による住みよいまちづくり

  賑わいの創出と地域を守る拠点の整備

  観光資源を生かした交流人口の拡大と農業資源の実用化・災害復旧事業の推進

　（3）速やかな契約、着手、測量設計業務により実施設計書の作成を鋭意進めている。

　　　ウ　市単災害復旧工事：4月30日に請負契約を締結した。

担当部局名 武石地域自治センター

１

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

① 住民自治組織との連携と「小さな拠点」づくり事業の推進 ① (1) 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、後期に開催を延期した。

 （1）プロジェクト会議による制度活用のための研究    (2) 財政支援の資料や先進事例を調査と資料収集を行い、会議の開催に備えた。

 （3）住民自治組織との連携とまちづくり計画に基づく事業支援  　住民自治組織との連携を図った。

 （2）発展的継続ができるメニューの選択に向けた取組    (3) 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、運営委員会は、未開催であったが、事務局を通じて

  （4）地域活動団体等との協働　　　 ア 仮設トイレ設置を 4月17日～5月6日の間、設置した。

 （2）美ヶ原高原の広域連携による事業推進（秋のササ刈り、美ヶ原ノル 　（2）新型コロナウイルス感染拡大防止のため縮小、中止となった。　ア　春のササ刈りは中止した。

② スマートシティ化への取組 ② (1) 政策研究センターと連携を図り、最先端技術を活用して解決する地域課題について住民自治組織の

 （1）自主防災組織リーダー研修会の実施


